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（ 一報 ・   二報 ・   三報  ） 所    名　 千葉 ＳＣ ―ーー ST

発生日時 11 月　29 日  11 時　50 分頃

％

（災害発生状況）
 10/14 11:05 210086568　施設センターから調査のみ緊急の依頼案件（ｵｰﾅｰ様負担案件）

「水道の検針で使用量が増えていると指摘あり調べて欲しい。」との依頼へ、場合によっては
先日の地震によりどこかで漏水している可能性もあることから、一度水を全て止水してもメーター

発 がまわっているかなど、調査をさせて頂くことをお伝えしました。
 11/10 09:40 塩ビ管エルボの亀裂、漏水を確認。土埋め戻しをし、カラーコーン設置完了
　14:04 210086568で判明した「塩ビ管エルボの亀裂、漏水確認」の是正見積を依頼。 本工事のお見積依頼
 11/22 13:29 注文書を受領。　工期：11/15～1/31　￥146,740（税込み）
 11/29 09:10 作業員が工具用電源確保のため壁付BOX内の蓋を開ける際、取っ手部分を破損させた。

生 その場で、局長様へ謝罪、BOXの修理は弊社で責任を持って対応する旨を通知した。
 11/30 15:00現地確認により既存損蓋が古く調達できず本体の交換となった。
　15:51 交換関係者：NTT・ｾｺﾑと作業打合せ、局長様希望の日曜日作業で調整中。
 12/2 13:30 NTTにてBOX内調査、破損BOX交換を 12/12(日) or 12/19(日)　で作業予定中。

（根本原因）
状  ・施設責任者へ事前に使用可能な作業用電源を確認する等、作業説明時に連携されていないこと。

　（電源ｺﾝｾﾝﾄを室内等の既設利用で検討せず不明な外部のｺﾝｾﾝﾄを探していたために発生）
（再発予防策）
 ・事前の作業説明時に作業用電源等の利用を含めた手順を都度、確認して進めること。

況 作業員の氏名・所属会社名
作業形態

顧  ・首都圏施設ｾﾝﾀｰ：渋川様へ報告済 ＜事の顛末→最終アクション(顧客対応)を記載＞

客  ・局長様へはその場で報告済。  ・BOX交換後のNTT回線や関連する機器稼働の
対 　点検を施設と連携して進めること
応
そ
の
他

ST長 本社
SC長 ＳＣ
社長 一報のみ    次報あり   次報なし

＊速報時点で判明した事実のみでよい
＊発生後は、社長まで連絡すること（会社対応方針）

＊本帳票は、法律上作成義務があるため必要なものである。

被　災　者　氏　名

133,400 円（税抜き）

事  前  説  明
実施状況 済

事前説明の対象者

傷病程度年齢 職種 所　属

発生時
連絡先

社長（不在時：技術調達部長､経営管理部長）

SC長（不在時：ﾏﾈｰｼﾞｬｰ）

家族の状況 

被災者 氏名 所属会社 橋本 直貴　
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   横浜戸塚ST   

一報受付
時間

処　 理 

工事番号 210093850 SC,ST長名

所在地
千葉県千葉市美浜区磯辺
4丁目15-6

事前説明の実施日  2021年 11月 30 日

　家主　・　管理会社　・　近隣　・　店舗　・ 施設責任者　・

住　　　　　所

電話 0432-77-7334

発注者
（日本郵便株式会社）
　建物オーナー　相模 省吾様

佐藤啓太 SC,ST名 千葉

　　労働災害  ・  第三者災害  ・  トラブル　　発生報告書　 H 7. 2. 22

H 27.6.15

報告書作成 12 月　2 日　12　時　40 分　

工事名
磯部郵便局
水道漏水修繕工事

工   期  2021年 11月 15日～1月31日 進捗率 30

請負額



【写真】

災害発生状況図（平面図）

開けようとしたウォールボックス

破損させた蓋


